
霞山会館 霞山の間
東京都千代田区霞が関3-2-1 霞が関コモンゲート西館37階
電話 ： 03-3581-0401
アクセス ： http://www.kazankai.org/kaikan/access.html

会 場

2009年2月5日（木） 14:00から16:00 (13:30開場）

3,000円（税込み）

120名定 員

日 時

お申し込み http://www.pwc.com/jp/tax/seminar
＊ 上記ホームページのオンラインフォームよりお申し込み頂けます。
＊ お支払いは、お申し込み受付後に請求書を郵送いたしますので、前日までにご入金をお願いいたします。
＊ お申し込み多数の際は、定員になり次第お申し込みを締め切らせて頂きます。

プログラム ・クロスボーダーディール市場の概観

・In-outディールにおける論点整理

・重要検討項目の解説と事例紹介

・海外M&Aにおける税務上の留意点

PwCアドバイザリー株式会社
パートナー 三橋優隆

PwCアドバイザリー株式会社
パートナー 安田昌彦

PwCアドバイザリー株式会社
マネージングディレクター 金澤信隆

税理士法人プライスウォーターハウスクーパース
パートナー 宮川和也

シニアマネージャー 山岸哲也

拝啓

時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。

この度、PwCアドバイザリー株式会社と税理士法人プライスウォーターハウスクーパースは、クロスボーダーのM&A、
特に日本企業が海外の事業へ投資を行う際の留意点に関するセミナーを開催することとなりましたので、ご案内
申し上げます。

海外企業に対するM&Aは、2004年以降、毎年100件を超え、1,000億円規模をはるかに超える超大型の投資案件も
見られるようになりました。しかしながら、クロスボーダーのM&Aでは、現地の規制環境に加え、買収企業のマネジメン
トスタイル、ディール進行時における意思決定スピード、交渉術等、国内のM&Aとは異なる点が多く、重要な意思決定

の局面で要求される経験とノウハウが必ずしも十分に蓄積されているとは言えないのが現状です。

こうした市場環境を踏まえ、本セミナーではアウトバウンドM&Aにおける特徴的かつ重要なポイントを明らかにすると

ともに、その成果をより大きくするための成功要因について、実例を交えて解説いたします。

また、税務面におきましては、グローバルでの実効税率低減のための税務ストラクチャー、クロスボーダーのM&Aにお
ける企業再編税制の適用等について解説いたします。さらに2009年税制改正において導入予定の海外配当

の益金不算入制度が既存海外ストラクチャーに与える影響についても解説いたします。

ご多忙中とは存じますが、ご参加賜りますようお願い申し上げます。

敬具

セミナーについてのお問い合わせ先： 税理士法人プライスウォーターハウスクーパース（担当： 神田）

アウトバウンドM&Aにおける昨今の会計・税務の留意点

PwCアドバイザリー株式会社

パートナー 三橋 優隆
税理士法人プライスウォーターハウスクーパース

パートナー 宮川 和也

参 加 費

M&Aセミナー

2009年1月8日

東京都千代田区霞が関3-2-5 霞が関ビル15階 03-5251-2250 pwcjapan.taxpr@jp.pwc.com

「アウトバウンドM&Aにおける昨今の会計・税務の留意点」


